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第６学年東組理科「植物が生きていくために ～植物の体のはたらき～」

実態把握資料 学習指導者 竹森 大介

１ 「さ・ぬ・き力」（非認知能力）に関する学級(34名)の実態

「社交性」「協調性」「共感 「目標への情熱」「粘り強さ」 「自制心」の値が少し高く，

性」の三つとも値が高く，異 の自覚度が高く，新しいことに 自分で決めたことに関しては

学年の子供も含め，様々な友 挑戦しようとする意欲や目標を つらいことも我慢したり，最

達と関わることができる子供 立ててそれに向けて努力しよう 後までやり通したりすること

が多い。自分から進んで関わ とする姿が見られる。工夫して ができている。「自分を信じる

ることができるとともに，異 取り組もうとする気持ちもとて 力」，「レジリエンス」の値が

なる意見に対して否定せずに， も高くなっている。ただ，自分 低く，「信：今の自分のことが

理由を聞きながら受け入れつ から進んで学習したり，失敗を 好きである」や「レ：いやな

つ，よりよい考えをつくるこ 恐れずに取り組んだりする気持 ことがあってもすぐに気持ち

とができている。ただ，普段 ちの値は少し低くなっている。 を切り替えられる」といった

の授業の中では，仲のよい子 普段の見取りからも同様の状況 項目が低い。普段の生活で，

供だけと交流して満足してし がうかがえる。 ありのままの自分でよいと認

まうような様子も見られる。 「忍耐力」の自覚度が他に比 められる場が少なかったり，

また，自分の意見を主張でき べると少し低い。真面目にこつ 嫌な気持ちの切り替え方や切

ず，聞くだけになってしまっ こつ取り組んだり，苦手なこと り替えることの良さに気付く

ている子供も見られる。 でも最後までやり通すことが難 場が少なかったりすることが

しい子供が見られる。 考えられる。

２ 教科に関する学級の実態

・実験結果から考察を考えるのは得意。（21名）

・理科の授業で学んだことで，「すごいな」と思ったり，驚いたりすることがある。（33名）

・理科の授業で，ほかの班と結果や考察が違っていたら，どうしているか。

①どうしてそうなったのか他の班や同じ班の友達に聞く（12名）

②もう一度考え直したり実験をやり直したりする（10名） ③多い結果を基に考察を書く（７名）

④自分を信じる（２名） ⑤その他（３名）

３ 個別支援が必要な子供の実態

Ａ児…読む，書くなどの能力が低く，自分に自信がないため，活動への参加が難しいことが多い。友

達との関わりも進んで行うことは難しい。目標とは関係ないことに気が散ってしまうことが多いが，

自分が興味をもったものに対しては集中して取り組むことができる。

授業づくりの重点項目
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第６学年東組 理科学習指導案

「植物が生きていくために ～植物の体のはたらき～」

学習指導者 竹森 大介

１ 本単元で目指す『自ら伸び続ける子供』の姿

本単元で，子供たちは，これまで植物を育てた経験や，植物の観察を通して，「根から吸い上げられた

水は植物の体のどこを通ってどこへ行くのだろう」などと自ら問いを見いだす。実験中には，「色水を吸

わせて色々な場所を切ってみよう」「切り方を色々変えてみよう」「ホウセンカだけではなくて，他の植

物についても調べよう」などと試行錯誤しながら実験を行う。そして，「ホウセンカの茎は縦に切ると，

端に２本の線があるよ。ここを水が通っているんだね」「横に切ると，まわりに色がついているよ」「僕

が調べたジャガイモも同じだったよ」「根から吸い上げた水が葉まで届いているから，水が決められた通

り道を通って，植物の体全体に運ばれたと言えるね」「動物の体と比べて考えると，血管と同じように体

全体に運ばれているね」などと実験結果や考察について，友達と話し合いながら，より妥当な考えをつ

くりだしていく。その後，植物は葉に日光が当たると，でんぷんを作り出すことについても同様に捉える。

このように，植物の水の通り道や，植物と日光の関わりについて捉えた後，「植物は人間と違って，自分

で養分を作り出せるなんてすごいね」のように，植物のすばらしさを感じたり，「野菜を植える時には日

当たりのよいところに植えるといいね」などと，学んだことを実生活で生かそうとしたりする姿を目指す。

２ 単元計画と働きかけの概要（本時 ４/８） ○価：価値付け

次 学習の流れ 働きかけ

①② 吸い上げた水は体のどこを通ってどこへ行くのだろう 見通し 情【動植物園ボード＆タイム】②～⑧

植物が水を吸って元気になっているという事象に出会い，根 補助黒板に動物と植物の体のはたらきに

から吸い上げた水が植物の体の中のどこを通ってどこへ行って ついて，学んだこととまだ分からないこと

いるのかについて問題を見いだす。着色した水を使って，複数 を位置付け，課題設定の理由を問いかけた

の植物の根，茎，葉を染め，植物の体の複数箇所を切って観察 り，予想の理由を確認したりし，課題への

する活動を通して，植物の体の中には水の通り道があり，体全 興味を高められるようにする。○価既習事項

体に行き渡っていることを捉える。 と課題設定の理由や予想の理由を関係付け

③④ 葉まで運ばれた水は，その後どうなるのだろう ながら，課題を設定している姿に共感する。

根から吸い上げて，全体まで行き渡った水がその後どうなる 行動 粘【多種多葉タイム】②～⑦

のかに興味をもち，調べる方法を自分の予想を基にして発想す 予想に合わせて，多様に実験方法を発想

る。それぞれの実験方法で，複数の植物を用いて実験する。結 する場，様々な器具や方法で複数の植物を

果を基に，根から吸い上げた水は，主に葉から水蒸気として排 使って実験する場，複数の結果を基に考察

出されていることを捉え，その働きを蒸散ということを知る。 する場を設定する。○価複数の器具や方法で

⑤～⑦ 葉に日光が当たるとでんぷんができるのだろうか 解決したり，複数の結果から考察したりし

植物の成長に日光が必要だったことや，動物が養分を消化・ ている姿，複数の実験や結果を基に考えた

吸収していたことを基に，葉に日光が当たるとでんぷんができ ことが解決につながったことを称賛する。

るのかについて問題を見いだす。日光の当たる葉と当たらない 振り返り：信・レ【植物図鑑】①～⑧

葉を用意し，それを見分けられるようにする方法や，でんぷん 「次にしたいこととその理由」と「本時

があるかを調べる方法など，調べる器具や方法を選択しながら， の驚き」「生活とつないで」から選択して記

複数の植物について実験していく。実験がうまくいかなかった 述させる。○価解決できたことなどを想起し，

場合には，実験し直すなど，繰り返し実験に取り組みながら， 成長を感じたり，したいことを見いだした

植物の葉に日光が当たるとでんぷんができることを捉える。 りしている姿を称賛する。

⑧ 「植物の体のはたらき」で学んだことを振り返ろう 上手くいかなかったと感じている子供に

植物図鑑を見ながら，学んだことを振り返って，ノートに記 どう改善したいと考えているのかを問いか

述するとともに，全体で振り返りを共有し，植物の体にすばら ける。○価次にしたいと思っていること，そ

しさを感じたり，実生活とつないで有用性を感じたりする。 の子供の前向きな姿勢を称賛する。
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３ 本時の学習

目
複数の植物について，様々な方法で，葉まで運ばれた水がどうなるのかを調べた結果を確認し，

標
実験結果や考察について話し合う活動を通して，植物の葉まで運ばれた水は主に葉から水蒸気と

なって空気中に出ていることを捉えることができる。

１ 学習課題を 葉まで行ったことは分かったけど，その後どうなっているかは分からない

確認する。 から，前の時間は，水がどこに行っているのか調べる実験の準備をしたよ。

【動植物園ボード 僕は葉から出ていると予想したよ。 根から出ていると思ったよ。動物の尿

＆タイム】 動物の汗と同じじゃないかな。 と同じように考えたよ。

［目標への情熱］ 早く結果を確認しに行きたいね。

葉まで運ばれた水は，その後どうなるのだろう

２ 実験結果を 自分たちの実験結果を確認しに行こう。

確認する。 葉に袋をかけて，葉から出 茎だけの実験もして，葉 根から戻っているか

ているかを調べていたね。 だけの実験と比べるよ。 調べていたよ。

袋にたくさん水滴がついて 茎だけのものは少し水滴 フラスコの水が減っ

いるね。葉から水が出てい がついているね。茎から ているから，根から

るのかな。 も少し出ているのかな。 は出ていないね。

他の班の結果はどうなのだろう。

３ 他の班の実 他の植物を調べた班に聞き 同じ実験をした班に確 同じ植物で，違う実験

験結果を確認 に行こう。 認しよう。 の結果も知りたいな。

し，考察につ 他の植物でも，葉に袋をか 葉と茎だけを比べた班 葉に袋をかぶせた班の

いて話し合う。 ぶせたら，たくさん水滴が は，同じように葉には 結果を聞くと葉から出

【多種多葉タイム】 ついていたんだね。やっぱ たくさん水滴がついて ていそうだ。根からは

［粘り強さ］ り葉から水蒸気が出ている 茎が少ないんだね。僕 出ていないと言えそう

と言えそうだよ。 の班と同じ結果だね。 だよ。

予想と同じで，動物で言うと，汗と同 植物は主に葉から，水蒸気を出して

じだと考えたよ 。 いると言えるよ。

植物の葉まで運ばれた水は，水蒸気として主に葉から出ている。この植物の

はたらきのことを蒸散と言う。

動物と同じように，生きていくために体温調整をしているんだね。

４ 本時の学習 汗と蒸散は似ていると思ったよ。植 蒸散は植物が生きていく上で大切だ

を振り返る。 物も動物と同じように生きるための ね。水やりは蒸散につながるという点

【植物図鑑】 工夫があってすごいと思ったよ。 でも，植物が生きていく上で大事だね。

［自分を信じる力］ 次は，水との関わり以外の植物のは 袋が外れていたから，袋の付け方を変

［レジリエンス］ たらきを調べたい。 えて，もう一度実験してみたいな。

評
自分や他の班の多様な実験結果を基に，友達と話し合って粘り強く考察し，葉まで運ばれた水

価
は主に葉から，水蒸気として出ていることを表現している。また，植物のすばらしさを感じたり，

生活に生かそうとしたりするとともに，次にしたいことを見いだしている。

【方法：様相・記述】
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働きかけの詳細資料

～見通し～ 情【動植物園ボード＆タイム】（２～８時間目）

動物と植物の体のはたらきについて学んだことと，まだ分か

っていないことを補助黒板に位置付け，いつでも参照できるよ

うにする。本時は，何を調べていたのかを問いかけて，葉まで

行った水がその後どこへ行くのかを調べていたことを確認す

る。そして，「どんな予想を立てていましたか」と問うことで，

「動物の汗と同じように，葉から出ていると考えた」「動物の

尿と同じように，根から出ていると考えた」などといった，動

物の体の既習事項とつないだ考えを表出させ，本時の課題を明確にし，早く確かめたいという思いを

高める。

価値付け 動物の体のはたらきとつなぎながら予想をし，学習課題の解決に向かっている姿に対して，

「予想が合っているか今から確かめたいね」などと共感する。

～行 動～ 粘【多種多葉タイム】（２～７時間目）

事前に各班で，多様な実験を考え，準備をしている。その際，

他の班を参考にしたり，複数の班で同じような結果が出るよう

にしておく。本時ではその結果をそれぞれが実験している場所

に確認しに行き，学習用端末を使って様子を撮影してくる。

結果を確認した後は，他の班の結果を見たり聞いたりしなが

ら，共通点や相違点について話すことのできる時間を設ける。

その際，各班の結果を大型モニターに映し，視覚的に捉えやす

くしておくとともに，それぞれの学習端末で結果を見られるようにしておく。Ａ児のように他の友達

との交流が苦手な子供にも有効な支援であると考えられる。「他の植物を調べた班を見よう」「同じ実

験の班に聞いて確かめよう」などと，自分の必要に応じて，多様な実験結果を集めるとともに，学習

支援アプリで，多くの結果を基に考えられるシートを用いて，実験内容や結果を照らし合わせて，自

分の考えを深めていけるようにする。全体で結果と考察を交流する中で，補助黒板を活用し，動物の

体とつなぎながら考えを深められるようにする。そして，植物の葉まで運ばれた水は，水蒸気として

主に葉から出ていて，この植物のはたらきのことを蒸散と言うことを捉えていく。また，動物の体で

学んだ汗の役割について想起させることで，動物の体とつないで蒸散の役割を捉えられるようにする。

価値付け 複数の結果から考察しようとしている姿を「色々な結果を基に考察しようとしているね」な

どと称賛する。また，複数の実験や結果から考えたことが解決につながったことについて「色々な実

験で確かめられたから，考察がより深まったね」などと称賛する。

～振り返り～ 信・レ【植物図鑑】（１～８時間目）

単元全体を通して，「次にしたいこととその理由」の観点は必ず書かせ，

「本時の驚き」や「生活とつないで」の観点は選択して書かせるように

する。ワークシート内で，単元で学んだことが増えていっていることを

視覚的に捉えやすくすることで，自分の成長に気付きやすくする。Ａ児

には，どの観点で書けそうかや，書く内容を個別に問いかけ，話したこ

とを記述させるようにする。

「次にしたいこととその理由」において上手くいかなかったと感じて

いる子供がいた場合は，どこをどう改善したいと考えているのかを問いかけ，考えを表出させる。

価値付け 課題が解決できたことなどを想起し，成長を感じたり次にしたいことを見いだしたりしてい

る姿を「次にしたいことが見付けられたね」などと称賛する。改善を考え，次に向かおうとしている

子供には「実験の改善策が見つかったね」や「次の時間の実験は成功しそうだね」と称賛する。

【各班の実験を示しておく】

【動植物園ボード】

【植物図鑑】


